
５
月
22
日
（
水
）
梅
丘
パ
ー
ク
ホ
ー
ル

に
て
、
世
高
連
78
ク
ラ
ブ
中
、
出
席
評
議

員
68
名
、
内
委
任
状
18
名
に
よ
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
選
出
が
あ
り
、
会
長
に
服
部
氏
、

副
会
長
に
遠
藤
氏
、
鈴
木
氏
、
清
水
氏
が

世
高
連
理
事
会
よ
り
推
薦
を
受
け
た
旨
が

亀
井
議
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
新
副
会
長
、
新
理
事
、
新
評
議
員
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
令
和
２
年
度
よ
り
世
高
連
副

会
長
と
し
て
務
め
ら
れ
た
大
山
氏
が
勇
退

さ
れ
、
相
談
役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
役
員

相
談
役　

大
山　

存
穂	

（
砧
高
協
）

副
会
長　

遠
藤　

隆
雄	

（
世
高
協
）

副
会
長　

清
水　

弘	

（
砧
高
協
）

監　

事　

國
井　

泉	

（
砧
高
協
）

理　

事　

齋
藤　

久
代	

（
世
高
協
）

	

中
山　

豊	

（
玉
高
協
）

	

羽
田　

誠
実	

（
玉
高
協
）

	

直
井　

勝
子	

（
玉
高
協
）

	

髙
木　

隆
夫	

（
砧
高
協
）

	

熊
木　

憲
明	

（
砧
高
協
）

	

岩
永　

幸
子	

（
砧
高
協
）

退
任
役
員

理　

事　

内
山　

廣
江	

（
世
高
協
）

	

木
下　

悦
夫	

（
玉
高
協
）

	

川
俣
富
美
子	

（
玉
高
協
）

	

両
角
く
に
子	

（
砧
高
協
）

	

佐
久
間
朋
子	

（
砧
高
協
）

新
評
議
員

駒
沢
互
楽
会　
　
　

安
藤
み
さ
を

池
之
上
ク
ラ
ブ　
　

熊
谷　

玲
子

東
玉
川
長
寿
会　
　

早
田　

利
雄

天
寿
会　
　
　
　
　

中
澤　

輝
文

奥
沢
楽
友
会　
　
　

桑
野
ま
す
み

玉
川
福
寿
会　
　
　

羽
田　

誠
実

中
町
寿
会　
　
　
　

守
屋　

幸
子

二
子
玉
川
鶴
寿
会　

中
島　

武

千
歳
廻
寿
会　
　
　

髙
木　

隆
夫

七
福
会　
　
　
　
　

遠
藤
え
み
子

岡
本
寿
会　
　
　
　

佐
藤　

博
昭

光
寿
会　
　
　
　
　

小
笠
原
昌
彦

◆
会
員
拡
大
ク
ラ
ブ
表
彰

本
年
度
よ
り
、
評
議
員
会
終
了
後
に
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

服
部
会
長
よ
り
表
彰
状
等
の
授
与
が
あ

り
、
そ
の
後
各
ク
ラ
ブ
か
ら
会
員
拡
大
に

関
す
る
秘
訣
等
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
★
会
員
拡
大
ク
ラ
ブ

　
　
赤
堤
ク
ラ
ブ
　
25
名

　
　
弦
巻
共
寿
会
　
20
名

　
　
三
茶
長
寿
会
　
19
名

　
　
等
々
力
寿
会
　
17
名

　
　
烏
山
長
生
会
　
17
名

　
　
第
六
天
会
　
　
13
名

　
　
日
の
丸
会
　
　
13
名

　
　
寿
の
会
　
　
　
11
名

（	

表
彰
規
定
：
前
年
度
の
会
員
数
か
ら
10

名
以
上
の
増
員
）

世
高
連
評
議
員
会

世高連評議員会

会員拡大クラブ表彰
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副
会
長
に
就
任
し
て

世
高
連
副
会
長

	

遠
藤	

隆
雄

今
度
、
服
部
会
長
の
後
を
継
ぎ
世
高

協
会
長
就
任
、
と
共
に
世
高
連
副
会
長

の
役
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
理
事
任
命
を
受
け
、
以
来

広
報
部
に
所
属
し
「
か
り
が
ね
」
、
周

年
記
念
誌
等
を
創
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
世
田
谷
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
発
展
の
為
、
尽
力
を
致
す
所
存

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
務
部
長
に
就
任
し
て

総
務
部
長

	

飯
島	

春
江

こ
の
度
総
務
部
長
を
名
取
さ
ん
か
ら

引
き
つ
ぎ
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
動
範
囲

が
広
が
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
の
方
々
が
お
元
気

で
自
分
達
の
生
き
甲
斐
を
求
め
て
会
の

発
展
の
為
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
の
時
代
人
の

輪
を
大
切
に
と
の
想
い
を
胸
に
せ
い
一

杯
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
会
長
に
就
任
し
て

世
高
連
副
会
長

	

清
水	

弘

こ
の
度
、
砧
高
協
会
長
と
し
て
世
高

連
副
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
清
水
で

す
。
砧
高
協
で
は
副
会
長
を
務
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
前
会
長
が
病
気
の
為

砧
高
協
の
会
長
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い

今
回
、
世
高
連
の
副
会
長
の
大
役
に
つ

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
事
で
あ
り
、
諸

先
輩
方
に
御
指
導
を
賜
り
、
追
い
追
い

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
願
い

致
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
会
員
数
報
告

令和６年４月１日現在

全体数 ～74歳 75歳～

世高協
（45クラブ） 3,729 676 3,053 

玉高協
（14クラブ） 1,304 202 1,102 

砧高協
（19クラブ） 1,722 225 1,497 

世高連合計
（78クラブ） 6,755 1,103 5,652 

役　　職 氏　　名 高協 クラブ名
名誉会長 福　井　富太郎 玉 東玉川長寿会

相談役
中　山　淳 砧 千歳廻寿会
大　山　存　穂 砧 七福会

会長 総務・事業・女性 服　部　幸　男 世 池之上クラブ

副会長
総務・広報 遠　藤　隆　雄 世 永寿互楽会
総務・研修 鈴　木　政　雄 玉 玉寿会
総務・女性 清　水　弘 砧 上北沢幸友会

会計理事
小　坂　惠　子 世 常盤会
髙　木　隆　夫 砧 千歳廻寿会

理　事
総務部

◎ 部長 飯　島　春　江 世 三茶長寿会
○ 副部長 中　島　誠 世 赤堤クラブ

部員 名　取　金　成 世 松寿会
部員 坂　野　良　行 世 おもと会
部員 山　田　憲　一 世 代五クラブ
部員 髙　木　隆　夫 砧 千歳廻寿会

協力員
協 部員 丹　羽　正　春 世 松寿会
協 部員 協力員欠員① 砧

理　事

事業部

◎ 部長 服　部　幸　男 世 池之上クラブ
○ 副部長 新　村　昌　毅 世 池尻八千代会

部員 飯　島　春　江 世 三茶長寿会
部員 佐々木　健　之 世 北沢千寿会
部員 中　山　豊 玉 奥沢楽友会
部員 熊　木　憲　明 砧 みずき会

協力員
協 部員 大　葉　かよ子 世 駒沢互楽会
協 部員 亀　井　正　幸 世 北沢朗楽会
協 部員 中　村　幸　郎 玉 玉川福寿会

役　　職 氏　　名 高協 クラブ名

協力員 事業部
協 部員 協力員欠員② 砧
協 部員 協力員欠員③ 砧

理　事
研修部

◎ 部長 関　　　勇　夫 玉 第六天会
○ 副部長 日　塔　誠　一 世 いきいきクラブ清流会

部員 川　北　禮　子 世 満寿会
部員 岩　永　幸　子 砧 日の丸会

協力員
協 部員 村　松　孝　治 世 赤堤クラブ
協 部員 鈴　木　正　久 世 百寿会

理事
広報部

◎ 部長 瀬　端　甲子郎 世 明和会
○ 副部長 一　杉　和　子 世 桜上水睦会

部員 羽　田　誠　実 玉 玉川福寿会
部員 小　林　勍　子 砧 成城若葉会
部員 鶴　岡　勝　夫 砧 千歳いずみ会

協力員
協 部員 西　川　加 世 松和会
協 部員 小　薗　盛　雄 玉 玉堤みどり会

理事

女性部

◎ 部長 清　水　弘 砧 上北沢幸友会
○ 副部長 齋　藤　久　代 世 野沢１丁目明寿会

部員 直　井　勝　子 玉 玉寿会
部員 理事欠員① 砧

協力員

協 部員 檜　貝　静 世 下代田南山会
協 部員 岡　部　節　子 世 長楽会
協 部員 荻　窪　公　子 世 互楽会
協 部員 小　室　仲　子 玉 玉寿会

監事
高　木　紀代子 世 三茶長寿会
山　本　恭　子 玉 等々力寿会
國　井　泉 砧 日の丸会

令和6年度　世田谷区高齢者クラブ連合会　役員名簿 令和6年7月9日

か　り　が　ね　189　号 2令和 6 年 9 月 10 日



◇
第
18
回　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

６
月
６
日　

オ
ー
ク
ラ
ボ
ウ
ル

参
加
者　

90
名

優　

勝　

川
村　

学

　
　
　
　

み
ず
き
会　
　
　

402
点

準
優
勝　

相
良　

喜
恵
子

　
　
　
　

三
茶
長
寿
会　
　

328
点

３　

位　

島
田　

武
雄

　
　
　
　

桜
丘
桜
寿
会　
　

326
点

毎
年
夏
に
開
催
し
て
い
た
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
で
す
が
、
年
々
暑
さ
が
増
し
熱

中
症
へ
の
危
険
も
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

今
年
は
開
催
時
期
を
見
直
し
、
例
年
よ

り
早
い
、
６
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
６
月
６
日
開
催
に
ち
な
ん

で
、
66
位
の
特
別
賞
も
設
け
、
参
加
者

は
入
賞
目
指
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◇
第
１
回　

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

７
月
３
日　

総
合
運
動
場　

体
育
館

参
加
者　

20
チ
ー
ム
・
15
ク
ラ
ブ

世
高
連
で
初
と
な
る
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
５
コ
ー
ト

に
分
か
れ
、
１
コ
ー
ト
４
チ
ー
ム
の

リ
ー
グ
戦
で
の
開
催
で
し
た
。

世
田
谷
区
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に

大
会
運
営
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
世

高
連
の
事
業
部
員
も
コ
ー
ト
設
営
等
を

学
び
な
が
ら
、
第
１
回
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム

Ａ
コ
ー
ト　
　

常
盤
会

Ｂ
コ
ー
ト　
　

北
沢
千
寿
会
Ｂ

Ｃ
コ
ー
ト　
　

み
ず
き
会
Ａ

Ｄ
コ
ー
ト　
　

玉
寿
会

Ｅ
コ
ー
ト　
　

給
田
福
寿
会
Ｂ

◇
新
任
会
長
研
修
会

７
月
23
日　

ひ
だ
ま
り
友
遊
会
館

参
加
者　

新
任
会
長　

９
人

◇
友
愛
活
動
講
演
会

８
月
27
日　

成
城
ホ
ー
ル

参
加
者　

80
名

講
演
会

「
挨
拶
は
人
間
関
係
の
特
効
薬
」

　

講
師　

サ
ン
ケ
イ
学
園
講
師　

　
　
　
　

平
川　

仁
美
氏

キ
ラ
キ
ラ
・
リ
ズ
ム
体
操
サ
ー
ク
ル

昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
講
習
会
」
が
、「
キ

ラ
キ
ラ
・
リ
ズ
ム
体
操
サ
ー
ク
ル
」
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

月
一
回
程
度
、
小
倉
あ
け
み
先
生
の

ご
指
導
の
下
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ

た
り
ス
ト
レ
ッ
チ
し
た
り
、
楽
し
み
な

が
ら
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

ク
ラ
ブ
会
員
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
初
め
て
の
方

や
、
お
一
人
で
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
ま
ず
は
一
度
、
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

場　

所　

ひ
だ
ま
り
友
遊
会
館

　
　
　
　

（
若
林
４
‐
37
‐
８
）

　
　
　
　

２
階　

第
１
・
２
会
議
室

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

持
ち
物　

	

飲
み
物
、
ス
ト
レ
ッ
チ
に
使

う
て
ぬ
ぐ
い

令和６年度　キラキラ・リズム
体操サークル　日程表
年 日にち 曜日 講師※

令和6年

9月17日 火 ○
10月15日 火 ×
10月21日 月 ○
11月11日 月 ×
12月9日 月 ○

令和7年
1月20日 月 ○
2月10日 月 ○
3月10日 月 ○

※�

講
師
欄
が
「
×
」
の
日
は
自
主
練
に
な
り
ま

す
の
で
、
初
め
て
の
方
は
「
○
」
の
日
が
お

す
す
め
で
す
。

ボウリング大会

皆さんボッチャを楽しみました

新任会長研修会風景友愛活動講演会

か　り　が　ね　189　号3 令和 6 年 9 月 10 日



東
　
老
　
連

東
　
老
　
連

◇
東
老
連
令
和
６
年
度
第
１
回
総
会

５
月
28
日　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
エ
イ
ジ

参
加
者　

服
部
世
高
連
会
長

　
　
　
　

遠
藤
世
高
連
副
会
長

総
会
に
て
、
服
部
会
長
が
東
老
連
の

理
事
に
就
任
。
遠
藤
副
会
長
が
代
議

員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

◇
東
老
連
女
性
部
全
体
会
・
常
任
委
員
会

５
月
16
日　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
エ
イ
ジ

参
加
者　

女
性
部
１
名

◇
東
老
連
新
任
会
長
研
修
会

６
月
12
日　

新
宿
角
筈
区
民
ホ
ー
ル

参
加
者　

１
名

◇
東
老
連
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
輪
投
げ
大
会

６
月
21
日　

中
野
区
立
総
合
体
育
館

参
加
チ
ー
ム
数　

78
チ
ー
ム

世
高
連
か
ら
、
３
ク
ラ
ブ
出
場

　

優　

勝　

み
ず
き
会　
　
　

637
点

　

敢
闘
賞　

千
歳
会　
　
　
　

558
点

　

59　

位　

お
も
と
会　
　
　

419
点

◇
令
和
６
年
度
東
老
連
レ
ク
ダ
ン
ス
・

�

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
習
会

６
月
24
日　

渋
谷
区

	

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室

参
加
者　

女
性
部
４
名

◇
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
懇
談
会

７
月
30
日　

渋
谷
区
商
工
会
館
・

	

消
費
者
セ
ン
タ
ー
２
階
大
研
究
室

参
加
者　

女
性
部
５
名

◇
東
老
連
手
作
り
品
講
習
会

７
月
31
日　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
エ
イ
ジ

参
加
者　

女
性
部
３
名

◇
東
老
連
軽
ス
ポ
ー
ツ
競
技
実
行
委
員

と
し
て
、
山
田
憲
一
さ
ん
（
代
五
ク
ラ

ブ
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。　

◇
東
老
連
女
性
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、女
性
部
よ
り
齋
藤
久
代
さ
ん（
野

沢
１
丁
目
明
寿
会
）と
檜
貝
静
さ
ん（
下

代
田
南
山
会
）が
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
東
老
連
健
康
づ
く
り
大
学
校

今
年
度
は
、
世
高
連
の
副
会
長
に
就

任
し
た
、
遠
藤
隆
雄
さ
ん
（
永
寿
互
楽

会
）
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

世
田
谷
区
よ
り

人
事
異
動
に
伴
う
ご
挨
拶

年
度
が
替
わ
り
区
の
体
制
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
生
活
文
化
政
策
部
市
民

活
動
推
進
課
長
で
す
。
前
任
の
阿
部
課

長
は
財
務
部
長
に
昇
任
し
、
後
任
と
し

て
伊
藤
課
長
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

伊
藤
課
長
は
、
３
月
ま
で
子
ど
も
・
若

者
部
保
育
課
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。

次
に
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
を
担
当
す
る

生
涯
現
役
推
進
担
当
係
長
で
す
。
前
任

の
佐
藤
係
長
は
、
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル

部
砧
清
掃
事
務
所
作
業
・
ご
み
減
量
係

長
に
異
動
し
、
後
任
と
し
て
、
３
月
ま

で
担
当
副
係
長
と
し
て
市
民
活
動
推
進

課
に
在
籍
し
て
い
た
安
松
が
担
当
係
長

と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
位
置
づ
け
が
５
類
感
染
症
と
な
っ

て
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
各
ク
ラ
ブ
の

活
動
も
少
し
ず
つ
再
開
で
き
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

日
ご
ろ
の
友
愛
活
動
や
社
会
活
動
を

通
じ
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
し

て
い
く
皆
様
の
活
動
は
非
常
に
重
要
で
、

私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。ま

だ
ま
だ
お
気
を
付
け
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
状
況
に
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

く
れ
ぐ
れ
も
お
体
を
ご
自
愛
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
皆
様
を
中
心

に
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
輪
を
広
げ
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
々
が
お
元
気
で
い
き

い
き
と
ご
活
動
い
た
だ
け
る
よ
う
、
区

と
し
て
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

投
稿
写
真

題：仲良し
池の鯉「お腹減ったよ。僕にも頂戴」
青サギ「これでいいかい？」

給田福寿会　松原 美稲

市民活動推進課　世高連担当職員
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砧
地
区
高
協

令
和
６
年
度
「
砧
高
協
」
総
会

令
和
６
年
４
月
24
日
（
水
）
、
成
城

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
活
動
フ
ロ
ア
ー

に
て
所
属
19
ク
ラ
ブ
の
参
加
者
を
も
っ

て
14
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
田
谷
区
生
活
文
化
政
策
部
市
民
活

動
推
進
課
（
伊
藤
課
長
・
安
松
係
長
）
、

世
田
谷
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
服

部
会
長
）
、
世
田
谷
区
社
会
福
祉
協
議

会
烏
山
地
域
社
協
事
務
所
（
小
林
所

長
）
の
ご
臨
席
の
も
と
砧
高
協
大
山
会

長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま
り
、
ご
来

賓
の
皆
様
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。来

賓
ご
退
席
の
後
、
定
期
総
会
に
入

り
、
総
会
成
立
の
確
認
後
、
大
山
会
長

が
議
長
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
報
告
は
議
案
ご
と
に
担
当
者
か

ら
説
明
報
告
が
あ
り
、
第
１
号
議
案

（
令
和
５
年
度
事
業
報
告
）
に
は
じ
ま

り
、
第
２
号
議
案
（
令
和
5
年
度
決
算

報
告
）
、
第
3
号
議
案
（
令
和
6
年
度

事
業
計
画
（
案
）
）
、
第
4
号
議
案

（
令
和
６
年
度
予
算
（
案
）
）
ま
で
滞

り
な
く
進
行
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
あ

り
、
第
５
号
議
案
と
し
て
新
役
員
の
選

出
が
あ
り
ま
し
た
。　

新
会
長
に
は
清
水
弘
（
上
北
沢
幸
友

会
）
が
選
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
以
外
の
役
員
・
顧
問
な
ど
に
つ
い

て
は
新
会
長
の
推
薦
に
よ
り
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
会
議
は
16
時
に
閉
会
と
な

り
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

（
砧
地
区
高
協
　
清
水 

弘
記
）

囲
碁
雑
記

千
歳
い
ず
み
会
囲
碁
部
は
、
当
会
発

足
以
来
か
ら
の
「
サ
ー
ク
ル
」
と
聞
い

て
お
り
、
先
輩
諸
氏
の
寄
贈
に
よ
る
碁

盤
が
20
面
あ
り
、
厚
み
も
充
分
な
重
い

碁
盤
で
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
を
す
る
と

き
は
部
屋
の
片
隅
か
ら
運
び
出
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
は
サ
ー
ク
ル
活
動

を
す
る
会
員
も
多
数
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
定
期
的
に
活
動
す
る
会
員
は

７
～
８
名
で
す
。
火
・
木
・
土
が
活
動

日
で
す
が
、
今
で
は
土
曜
日
が
主
な
活

動
日
と
な
り
寂
し
い
限
り
で
す
。

以
前
は
年
１
回
ク
ラ
ブ
主
催
の
囲
碁

大
会
を
開
催
し
、
会
員
以
外
の
近
隣
の

愛
好
家
も
参
加
で
き
る
よ
う
チ
ラ
シ
を

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
掲

示
し
参
加
者
を
募
っ
て
い
ま
し
た
。
40

人
近
い
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
の
は

き
の
う
の
夢
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

区
の
施
設
で
あ
る
千
歳
温
水
プ
ー
ル

の
４
階
に
あ
る
健
康
運
動
室
（
な
ご
み

の
広
場
ち
と
ふ
な
）
に
高
齢
者
の
居
場

所
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、こ
こ
で
２
ヶ
月

に
１
回
囲
碁
講
座
が
社
会
福
祉
協
議
会

の
主
催
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

講
師
と
し

て
こ
ら
れ
る

の
は
、
日
本

棋
院
所
属
の

白
江
治
彦
先

生
は
じ
め
矢

野
瑞
季
先
生

（
囲
碁
将
棋

チ
ャ
ン
ネ
ル

の
司
会
者
で
お
な
じ
み
の
）
で
、
軽
快
な

棋
譜
説
明
、
そ
し
て
詰
碁
の
問
題
、
最

後
は
対
局
者
へ
の
指
導
を
含
み
多
面
打

ち
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
結
構
楽
し
い
で

す
ね
。
最
近
は
勝
つ
こ
と
が
多
く
な
り

実
力
が
向
上
し
た
の
か
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

講
座
終
了
後
は
相
手
を
探
し
て
、
対

局
を
楽
し
み
ま
す
。

世
高
連
主
催
の
年
1
回
の
囲
碁
大
会

も
楽
し
み
で
す
。
参
加
者
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の

世
高
連
事
業
は
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
２
月
に
は
開
催
さ
れ
る
と
聞

い
て
お
り
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
千
歳
い
ず
み
会
　
鶴
岡 

勝
夫
記
）

砧高協・総会

囲碁講座風景
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成
城
若
葉
会
に
入
会
し
て

成
城
若
葉
会
の
歴
史
は
か
な
り
古
い

そ
う
で
す
。
以
前
は
会
員
が
200
人
か
ら

い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
歴
史
か
ら
み
る

と
、
早
く
か
ら
高
齢
者
に
対
す
る
意
識

が
高
か
っ
た
と
想
像
し
ま
す
。

あ
る
日
、
友
達
が
身
振
り
手
振
り
で

私
の
前
で
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
て
羨

ま
し
く
、
紹
介
し
て
く
れ
た
の
が
若
葉

会
で
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
も
の
の
、

孫
の
世
話
、コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
あ
ま
り

練
習
で
き
な
い
日
々
で
し
た
が
、幹
事
会

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
若
葉

会
の
様
子
が
分
か
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
会

長
さ
ん
か
ら
副
会
長
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
会
長
さ
ん
の
大
変
さ
を
思
い
、
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
輪
投
げ
に
夢
中
で
、
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
た
当
初
は
体
に
は
自
信
が
あ

っ
た
ハ
ズ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
輪
投
げ
を

し
た
日
は
体
中
が
痛
く
、
初
め
は
な
ん

だ
ろ
う
と
わ
け
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
う
い
え
ば
、
腕
を
上
げ
、
空
中
に

投
げ
か
か
る
よ
う
に
体
全
体
を
使
っ
て
、

輪
を
投
げ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
輪
投
げ
が
原
因
で
し
た
。

他
の
チ
ー
ム
は
週
２
回
も
練
習
し
て
い

る
ら
し
い
。
私
た
ち
は
月
２
回
の
練
習

（
練
習
の
会
場
が
取
れ
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
す
か
ら
）
。
こ
の
年
齢
に

な
っ
て
も
負
け
た
く
な
い
と
い
う
競
争

心
は
旺
盛
で
す
。
ピ
ン
に
入
る
よ
う
に

な
る
と
輪

投
げ
の

楽
し
さ
も

分
か
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

男
性
２

名
、
女
性

５
名
と
少

な
い
人
数

で
す
が
楽

し
く
や
っ

て
い
ま
す
。

輪
投
げ
は
意
外
と
楽
し
い
大
人
の
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
す
。

今
は
人
生
100
年
時
代
と
い
わ
れ
、
あ

る
意
味
生
き
て
い
く
の
も
大
変
な
時
代

で
す
。
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
‼
楽
し
い

こ
と
が
あ
る
‼
こ
と
は
高
齢
者
に
と
っ

て
救
い
だ
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
が
同
じ
思
い
を
持
ち
、
仲
間

と
笑
顔
で
楽
し
む
場
と
し
て
の
若
葉
会

の
存
在
は
大
き
く
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
成
城
若
葉
会
　
守
屋 

喜
代
子
記
）

◆
新
会
長
紹
介
◆

岡
本
寿
会

	

佐
藤	

博
昭

こ
の
度
、
令
和
６
年
５
月
７
日
付
で
、

岡
本
寿
会
の
会
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
22
年
生
ま
れ
、
７
月
で
77
歳
に

な
り
ま
す
。
団
塊
世
代
で
、
出
身
地
は

関
西
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
停
滞
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
経
験
も
乏
し
い
で
す
が
、

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
を
受
け
、
今
後
の

活
動
を
積
極
的
に
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
散
歩
道

ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
通
し
て
、
知
人
・
友

人
が
で
き
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
こ
と

で
す
。
最
近
で
は
ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
き
っ

か
け
に
仲
良
く
な
る
人
を
「
犬
友
」
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

犬
友
が
い
る
こ
と
で
、
毎
日
の
散
歩

が
楽
し
み
に
な
っ
た
り
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん

を
き
っ
か
け
に
広
が
る
交
友
関
係
。
ワ

ン
ち
ゃ
ん
連
れ
の
人
と
立
ち
話
を
し
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
歩
い
て
い

る
時
で
も
自
分
に
好
み
の
臭
い
が
あ
る

の
か
ど
う
か
、
散
歩
中
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん

が
近
づ
い
て
き
て
目
が
合
う
と
自
然
に

声
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。「
な
に
か

御
用
で
す
か
？
」
す
る
と
わ
か
っ
た
の

か
ど
う
か
見
上
げ
る
格
好
は
と
て
も
か

わ
い
い
で
す
。

つ
い
自
分
も

し
ゃ
が
み
込

み
、
あ
ご
の

下
を
撫
で
て

や
る
こ
と
も
。

そ
ん
な
と
き

飼
い
主
は

「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
い
う

の
で
す
。

年
を
聴
い

た
り
名
前
を

聴
い
た
り
し
て
近
所
の
公
園
で
ワ
ン
ち

ゃ
ん
を
中
心
に
集
ま
っ
て
い
る
光
景
を

た
び
た
び
見
受
け
ま
す
。
こ
の
「
ワ
ン

ち
ゃ
ん
散
歩
」
を
通
じ
て
知
ら
な
い
人

と
で
も
気
軽
に
声
を
掛
け
な
が
ら
地
域

の
絆
が
生
ま
れ
、
交
流
が
進
め
ば
都
会

の
オ
ア
シ
ス
で
し
ょ
う
。
ほ
ほ
え
ま
し

い
光
景
で
す
。
こ
れ
が
ス
ト
レ
ス
解
消

に
な
る
の
か
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
砧
高
協
　
広
報
部
記
）

熱戦・輪投げ大会

ワンちゃん集合
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世
田
谷
地
区
高
協

令
和
６
年
度「
世
高
協
」総
会

令
和
６
年
度
「
世
高
協
総
会
」
が
４

月
19
日
（
金
）
に
「
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ

ど
ホ
ー
ル
」
５
Ｆ
ス
ワ
ン
・
ビ
ー
ナ
ス

に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

40
ク
ラ
ブ
の
参
加
で
し
た
。
名
取
副

会
長
の
司
会
に
よ
り
、
川
北
副
会
長
の

開
会
の
辞
、
服
部
会
長
の
挨
拶
。

ク
ラ
ブ
数
の
減
少
は
残
念
で
あ
る
こ

と
、
活
動
数
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
体
力
測
定
会
、
ス
マ
ホ
体
験
会
等

が
中
止
に
な
り
残
念
で
す
。

新
し
く
ボ
ッ
チ
ャ
の
活
動
を
進
め
、

大
会
が
開
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
た
だ

会
場
確
保
が
大
変
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
こ
の
ク
ラ
ブ
も
会
場
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

と
挨
拶
に
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
市
民
活
動
推
進
課
長

の
伊
藤
様
、
生
涯
現
役
推
進
担
当
係
長

の
安
松
様
か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

議　

長　

新
村
昌
毅（
池
尻
八
千
代
会
）

副
議
長　

一
杉
和
子（
桜
上
水
睦
会
）

書　

記　

山
田
憲
一（
代
五
ク
ラ
ブ
）

が
司
会
者
一
任
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
」
を
飯
島

事
業
部
副
部
長
か
ら
、「
令
和
５
年
度

会
計
報
告
」
が
小
坂
会
計
理
事
か
ら
、

「
会
計
監
査
報
告
」
が
高
木
監
事
か
ら

あ
り
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
「
事
業
計
画
案
」
と
追

加
行
事
、
輪
投
げ
大
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
の
案
が
飯
島
事
業
部
副
部
長
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

「
会
計
予
算
案
」
が
小
坂
会
計
理
事
か

ら
示
さ
れ
、
両
案
と
も
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

服
部
幸
男
（
池
之
上
ク
ラ
ブ
）
が
世

高
連
会
長
の
専
任
に
な
り
、
世
高
協
で

は
名
誉
会
長
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
世
高
協
理
事
会
は
、
新

会
長
候
補
者
と
し
て
、
遠
藤
隆
雄
（
永

寿
互
楽
会
）
を
推
薦
し
ま
し
た
。
全
会

一
致
で
承
認
可
決
と
な
り
、
新
会
長
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
か
ら
「
世
田
谷
区
民
会
館
」
が

使
用
可
能
に
な
り
ま
す
。
福
祉
大
会
や

い
き
い
き
せ
た
が
や
文
化
祭
は
新
装
と

な
っ
た
「
世
田
谷
区
民
会
館
」
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

令
和
６
年
度
新
会
長
と
副
会
長
は
次

の
方
々
で
す
。

会　

長　

遠
藤　

隆
雄

副
会
長　

飯
島　

春
江

　

〃　
　

名
取　

金
成

（
世
高
協
　
広
報
部
記
）

世
高
協
第
24
回
輪
投
げ
大
会

令
和
６
年
６
月
３
日
（
月
）
に
太
子

堂
中
学
校
体
育
館
に
於
て
、
世
高
協
の

輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
午
前
10
時
に
始
ま
り
、
午

前
に
３
セ
ッ
ト
、
休
憩
30
分
を
挟
み
午

後
に
３
セ
ッ
ト
、
22
チ
ー
ム
で
行
わ
れ

午
後
２
時
30
分
頃
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
優
勝	

代
五
ク
ラ
ブ
458
点
、

準
優
勝	

池
尻
八
千
代
会
455
点
、
第
３

位	

互
楽
会
452
点
と
な
り
ま
し
た
。ゲ
ー

ム
終
了
後
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
第
７
位

ま
で
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
こ
の
大
会
で
は
９
投
全
て
ピ
ン

に
入
る
と
い
う
珍
し
い
事
を
寿
楽
会
の

相
川
秀
夫
氏
が
達
成
し
特
別
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
（
特
別
賞
の
賞
品
の
用
意
が

な
く
、後
日
贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
）。

１
チ
ー
ム
５
名
、
１
ゲ
ー
ム
１
人
９

投
、
皆
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出
そ

う
と
頑
張
り
ま
し
た
が
、
実
力
の
出
た

人
、
緊
張
の
せ
い
か
、
普
段
の
実
力
を

出
せ
な
か
っ
た
人
と
色
々
。
投
げ
た
輪

が
と
ん
で
も
な
い
所
へ
行
く
と
か
、
ピ

ン
と
ピ
ン
の
間
に
入
り
得
点
に
な
ら
ず

口
惜
し
い
思
い
を
す
る
。
投
げ
る
位
置

か
ら
ピ
ン
ま
で
は
５
ｍ
。
力
の
入
れ
具

合
が
む
ず
か
し
い
。

「
輪
投
げ
」は
見
た
目
よ
り
結
構
ハ
ー

ド
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
輪
を
投
げ
る
よ
り

投
げ
た
輪
を
回
収
す
る
ほ
う
が
、
体
力

を
使
う
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
そ
う
で
す
が
、

イ
ベ
ン
ト
の
通
知
、
会
場
の
手
配
、
用

具
の
設
置
等
事
前
の
準
備
、
イ
ベ
ン
ト

中
の
無
事
故
へ
の
気
使
い
、
終
了
後
の

片
付
け
、
清
掃
等
、
役
員
さ
ん
達
の
努

力
、
苦
労
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

	

（
世
高
協
広
報
部
　
遠
藤 

隆
雄
記
）
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◆
新
会
長
紹
介
◆

駒
沢
互
楽
会

	

安
藤	

み
さ
を

坂
田
前
会
長
に
代
わ
り
会
長
を
務
め

る
事
に
な
り
、私
自
身
驚
い
て
い
ま
す
。

何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
の
ス
タ
ー
ト

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
色
々
な
行
事
が
あ
り

ま
す
が
皆
様
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、

仲
良
く
こ
の
駒
沢
互
楽
会
を
、
そ
し
て

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
世
田
谷
区
高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
皆
様
と
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
。

池
之
上
ク
ラ
ブ

	

熊
谷	

玲
子

本
ク
ラ
ブ
は
今
年
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
ん
な
大
切
な
年
に
会
長
を
お
引

き
受
け
し
、
責
任
の
重
さ
に
身
が
震
え

ま
す
。
し
か
し
服
部
前
会
長
を
始
め
役

員
の
皆
様
が
優
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
と
応

援
を
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
会
員
の
皆

様
に
第
二
の
人
生
を
謳
歌
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

駒
沢
互
楽
会
の
活
動

知
り
合
っ
て
み
ん
な
宝
と
知
る
仲
間

私
は
現
在
、
川
柳
ク
ラ
ブ
の
代
表
と

し
て
会
員
が
創
作
し
た
川
柳
を
選
句
し

て
「
か
り
が
ね
」
の
か
り
が
ね
川
柳
欄

に
年
３
回
投
稿
し
て
お
り
ま
す
。
毎
回

４
人
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
ホ
ッ

と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
長
ら
く
駒
沢
互
楽
会
の
会
長

を
し
て
い
た
坂
田
登
久
江
さ
ん
に
代
わ

り
妻
が
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関

係
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
本
欄
の
執
筆
依

頼
が
妻
よ
り
き
ま
し
た
の
で
、
駒
沢
互

楽
会
の
活
動
内
容
を
私
の
知
っ
て
い
る

範
囲
で
紹
介
し
ま
す
。ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

輪
投
げ
、
日
本
舞
踊
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

川
柳
な
ど
の
趣
味
活
動
の
他
に
、
年
１

回
の
バ
ス
旅
行
、
誕
生
会
、
盆
踊
り
や

い
き
い
き
せ
た
が
や
文
化
祭
へ
の
参
加

等
が
活
動
の
主
な
も
の
で
す
。

私
達
の
周
囲
に
は
沢
山
の
お
年
寄
り

が
い
ま
す
が
、
日
常
的
に
触
れ
合
っ
て

い
る
範
囲
は
そ
う
広
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
こ
の
地
域
の
町
会
で
あ
る
駒

沢
親
和
会
の
下
部
組
織
で
あ
る
駒
沢
互

楽
会
の
会
員
に
な
り
ま
す
と
、
地
域
の

い
ろ
ん
な
方
々
と
バ
ス
旅
行
で
ご
一
緒

し
た
り
誕
生
会
で
会
食
し
た
り
、
各

サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
た
り
で
知
り
合
い

に
な
れ
ま
す
。
町
を
歩
い
て
出
会
っ
た

り
、
買
物
で
ス
ー
パ
ー
で
会
っ
た
り
す

れ
ば
気
軽
に
言
葉
を
交
し
情
報
の
交
換

が
で
き
ま
す
。
何
気
な
い
こ
と
の
よ
う

で
す
が
心
強
い
こ
と
で
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
で
体
を
動
か
し
い
い

汗
を
か
け
ば
気
持
良
い
し
、
腕
が
上
が

れ
ば
嬉
し
い
も
の
で
す
。
仲
間
と
の
会

食
も
楽
し
い
し
、
お
酒
が
入
れ
ば
話
が

弾
み
ま
す
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
起
こ

る
笑
い
は
、
脳
の
海
馬
の
活
動
を
活
発

に
さ
せ
記
憶
力
に
プ
ラ
ス
に
働
き
精
神

的
に
い
い
作
用
を
し
ま
す
。「
笑
い
は

心
の
万
能
薬
」
と
言
わ
れ
る
由
縁
は
そ

こ
に
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
「
笑
う
門
に

は
福
来
た
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
正

に
そ
の
通
り
で
す
。

駒
沢
互
楽
会
は
お
互
い
に
楽
し
ん
で

身
も
心
も
健
や
か
に
な
ろ
う
で
は
な
い

か
と
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
私
の
本
業
で
あ
る
川
柳
に
つ

い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
川
柳
は

一
言
で
言
え
ば
「
暮
し
の
詩う

た

」
で
す
。

俳
句
と
違
い
季
語
は
要
ら
ず
話
し
言

葉
で
楽
し
く
詠
み
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の

会
の
事
を
川
柳
で
も
う
一
度
書
き
ま
す
。

〝
知
り
合
っ
て
み
ん
な
宝
と
知
る
仲
間
〟

	

（
駒
沢
互
楽
会
　
安
藤 

紀
楽
記
）

「
ご
存
知
と
は
思
い
ま
す
が
」

『
音
楽
』

「
う
た
う
」＝
歌
う
→
近
代
。ド
レ
ミ
…
。

＝
唄
う
→
日
本
古
来
。
長
唄
。
民
謡
等
。

「
民
謡
」
＝
出
だ
し
の
「
ハ
ァ
ー
」
は

時
間
か
せ
ぎ
。
そ
の
時
の
状
況
で
、
そ

の
場
の
思
い
つ
き
、
即
興
で
唄
っ
た
。

次
の
人
が
文
句
（
歌
詞
）
を
考
え
る
時

間
か
せ
ぎ
。

「
夕
焼
け
小
焼
け
」

小
焼
け
―
特
に
意
味
は
な
く
リ
ズ
ム
を

と
る
た
め
に
つ
け
た
。

「
年
末
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
９

番
（
喜
び
と
平
和
）」

Ｎ
響
が
楽
団
員
の
年
越
し
費
用
を
稼

ぐ
た
め
演
奏
し
た
の
が
き
っ
か
け

（
１
９
４
７
年
）。
そ
の
後
各
楽
団
が
ま

ね
を
し
て
い
っ
た
。

「
音
痴
」
の
正
式
名
称

先
天
的
音
楽
機
能
不
全

「
楽
器
ピ
ア
ノ
の
正
式
名
称
」

グ
ラ
ビ
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
コ
ル
・
ピ
ア
ノ
・

エ
ル
・
フ
ォ
ル
テ（

世
高
協
　
広
報
部
記
）
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玉
川
地
区
高
協

令
和
６
年
度
「
玉
高
協
」
総
会

令
和
６
年
５
月
15
日
10
時
半
よ
り
玉

川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
に
て
玉
高
協
の
総

会
が
行
わ
れ
た
。

第
六
天
会
関
会
長
の
司
会
の
第
一
声

で
厳
か
に
会
が
始
ま
っ
た
。
最
初
に
当

会
主
催
者
で
あ
る
鈴
木
が
こ
の
総
会
の

意
義
を
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

（
１
）
玉
高
協
の
会
員
数
が
コ
ロ
ナ
禍

の
３
年
間
減
り
続
け
て
い
た
が
、
４
年

目
の
今
年
は
プ
ラ
ス
11
名
と
つ
い
に
増

加
に
転
じ
た
こ
と
。

（
２
）
退
会
ク
ラ
ブ
数
も
３
年
間
ゼ
ロ

を
達
成
し
た
こ
と
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
玉
高
協
会
員
は

も
と
よ
り
、
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
支
援

の
賜
物
と
ご
報
告
し
、
出
席
者
か
ら
万

雷
の
拍
手
を
賜
っ
た
。

次
に
ご
来
賓
の
祝
辞
を
玉
川
総
合
支

所
長　

羽
川
隆
太
様
、
世
田
谷
区
市
民

活
動
推
進
課
長　

伊
藤
祐
二
様
、
世
高

連
名
誉
会
長　

福
井
富
太
郎
様
、
世
高

連
会
長　

服
部
幸
男
様
、
最
後
に
玉
川

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
主
任　

札
辻

沙
弥
香
様
よ
り
、「
玉
川
は
つ
ら
つ
フ
ェ

ス
タ
」
の
支
援
等
、
現
場
サ
イ
ド
か
ら

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
賜
り
盛
大
な

拍
手
で
式
典
は
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
に
入
り
14
ク
ラ
ブ

そ
れ
ぞ
れ
が
ク
ラ
ブ
の
紹
介
に
移
っ
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
全
員

が
集
ま
る
懇
親
の
機
会
が
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
を
始
め
、

参
加
者
全
員
で
ア
ピ
ー
ル
合
戦
と
な

り
、
会
場
が
熱
気
を
帯
び
て
き
た
。
玉

高
協
で
「
ラ
ミ
ー
キ
ュ
ー
ブ
」
と
い
う

ゲ
ー
ム
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
ゲ
ー
ム
機
を
３
か
月
か
け
、
や
っ

と
の
思
い
で
海
外
か
ら
入
手
。

そ
の
ゲ
ー
ム
機
を
各
会
長
宅
に
送
っ

た
と
こ
ろ
、
あ
る
会
長
は
「
怪
し
い
も

の
が
送
ら
れ
て
き
た
」
と
勘
違
い
を
し

て
返
品
し
た
な
ど
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
披
露
も
あ
り
、
会
場
の
爆
笑
を
誘
っ

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
皆
と
心
置
き
な

く
懇
談
で
き
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
楽
し

い
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
改
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
皆
の
笑
顔
が
と

て
も
印
象
に
残
っ
た
会
で
し
た
。

（
玉
寿
会
　
鈴
木 

政
雄
記
）

第
六
天
会
・
近
況
報
告

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
際
し
て
、
コ
ロ
ナ

が
５
類
に
移
行
、
規
制
は
緩
和
さ
れ
ま

し
た
が
、
行
事
の
開
催
に
は
抵
抗
が
あ

り
ま
し
た
。
昨
年
は
一
歩
前
進
と
日
帰

り
バ
ス
旅
行
、
そ
し
て
６
月
に
は
六
天

祭
「
創
立
記
念
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

換
気
に
注
意
し
て
、
会
員
さ
ん
は
マ

ス
ク
着
用
、
初
め
て
会
う
人
と
は
自
己

紹
介
を
し
た
り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
た
り
と
、
楽
し
い
雰
囲
気
で

会
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

や
は
り
「
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば

成
ら
ぬ
、
何
事
も
」
多
少
の
不
手
際
が

あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

昨
年
９
月
に
は
敬
老
祭
「
百
寿
、
米

寿
の
お
祝
い
」、
10
月
は
用
賀
神
社
例

大
祭
の
２
日
間
で
延
べ
59
名
が
参
加

し
、
大
盛
況
で
、
今
年
も
参
加
を
と
の

依
頼
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
明
け
て
、
新
年
会
、
日
帰
り
バ
ス

旅
行
「
渋
沢
栄
一
記
念
館
と
こ
ん
に
ゃ

く
パ
ー
ク
」
を
行
い
、
そ
し
て
六
天
祭

開
催
、
第
３
部
の
飛
び
入
り
に
は
13
組

が
参
加
と
コ
ロ
ナ
以
前
の
頃
の
よ
う
な

楽
し
い
雰
囲
気
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
７
月
に
用

賀
商
店
街
振
興
組
合
主
催
の
「
よ
う
が

夏
祭
り
」
に
参
加
、
出
演
演
目
を
準
備

し
て
当
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

又
、「
い
き
い
き
せ
た
が
や
文
化
祭
」

「
玉
川
は
つ
ら
つ
フ
ェ
ス
タ
」
の
参
加

者
も
決
ま
り
、
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
５
月

22
日
に
行
わ
れ
た
会
員
拡
大
表
彰
に
お

い
て
第
六
天
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
努
力

が
実
っ
た
結
果
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
会
を
一

層
楽
し
く
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

（
第
六
天
会
　
関 

勇
夫
記
）

認定補聴器専門店　補聴器のセベ

最新機種を含め5 0 0台のレンタル補聴器を用意

致しましたのでお気軽にお試し下さい。

補聴器を知る。 人生をもっと豊かに楽しむための

はじめの一歩です。

営業時間/AM10:00-PM6:00 土 ・祭日 PM5:00 迄

定休日/毎週金曜/日曜/第 2 土曜日

◆レンタル補聴器取り扱い店

一ケ月4 0 0 0円でレンタルできます。

TEL：0120– 39 – 4133
サンキュー ヨ 　 イ 　 ミ 　 ミ
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嘘
つ
き
族
と
正
直
族

航
海
中
あ
る
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。

こ
の
島
に
は
、
い
つ
も
嘘
を
つ
く
「
嘘
つ

き
族
」
と
、
い
つ
で
も
本
当
の
こ
と
を
言

う
「
正
直
族
」
の
二
つ
の
部
族
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。

島
で
、
背
の
高
い
男
と
太
っ
た
男
に

出
会
い
ま
し
た
の
で
、
背
の
高
い
男
に

「
君
は
正
直
族
で
す
か
」
と
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
声
が
小
さ
く
聞
き
取
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
す
る
と
、
太
っ
た
男
が
「
彼

は
『
イ
エ
ス
、
僕
は
正
直
族
だ
よ
』
と
答

え
た
け
れ
ど
、
彼
は
、
嘘
つ
き
族
だ
よ
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
誰
が
嘘
つ
き
族
で
し
ょ
う
？

こ
れ
は
当
時
小
学
校
５
年
の
長
男
が

持
っ
て
い
た
ク
イ
ズ
本
の
中
の
問
題
の
一

つ
で
す
。

私
は
、
現
役
時
代
、
講
演
会
、
研
修

会
の
場
で
、
受
講
者
に
疲
れ
が
見
え
た

と
き
、
気
分
転
換
に
問
い
か
け
ま
し
た
。

人
生
経
験
豊
か
な
人
達
で
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
面
白
い
答
え
が
出
て
き
ま
す
。

「
最
近
、
土
地
取
引
の
こ
と
で
騙
さ
れ

た
が
、
そ
の
男
は
、
太
っ
て
い
た
。
太
っ

た
男
は
、
嘘
つ
き
だ
」
と
体
験
論
か
ら
主

張
す
る
人
。

「
背
の
高
い
男
に
は
嘘
つ
き
が
多
い
」

と
、
犯
罪
人
類
学
的
見
地
か
ら
持
論
を

展
開
す
る
、
か
な
り
太
っ
た
男
の
人
。
と

言
う
よ
う
な
、
ほ
と
ん
ど
の
答
え
が
情

緒
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。
正

し
い
問
題
解
決
、
意
志
決
定
に
は
、
事

実
を
確
認
し
、
筋
を
通
し
て
物
事
を
考

え
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

投
資
詐
欺
等
嘘
つ
き
族
が
跳
梁
跋
扈

す
る
今
日
、
冷
静
か
つ
論
理
的
に
思
考

す
る
こ
と
の
必
要
性
・
重
要
性
を
痛
感

し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

【
答
】
あ
な
た
が
前
例
や
自
己
の
体
験

に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
子
供
の
頃
の

純
な
心
を
取
り
戻
し
、
少
し
論
理
的
に

考
え
れ
ば
、
答
え
の
発
見
は
容
易
で
す
。

（
東
玉
川
長
寿
会
　
早
田 

利
雄
記
）

◆
新
会
長
紹
介
◆

天
寿
会

	
中
澤	

輝
文

玉
高
協
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
得

て
天
寿
会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
行
け

ま
す
よ
う
運
営
し
て
い
く
所
存
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

活
動
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
ス

タ
ン
ス
を
守
り
、
会
員
が
楽
し
く
安
全

に
活
動
で
き
る
こ
と
を
第
一
義
に
考
え

て
進
め
て
い
き
ま
す
。
現
在
活
動
は
主

に
個
人
の
興
味
や
、
仲
間
と
一
緒
に
活

動
す
る
事
で
楽
し
く
、
気
力
面
、
精
神

面
、
体
力
面
で
健
康
を
保
つ
こ
と
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
更
に
進
め
て

地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
や
、
老
人
施

設
慰
問
ま
で
拡
げ
、
元
気
づ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
事
で
、
自
分
達

の
活
動
を
楽
し
み
、
有
意
義
な
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
い
き
い
き
せ
た
が
や

文
化
祭
や
玉
川
は
つ
ら
つ
フ
ェ
ス
タ
へ

の
積
極
的
な
参
加
で
す
。会
の
演
劇
部
・

盆
踊
り
・
日
本
舞
踊
が
共
同
主
体
と
な

り
、
水
戸
黄
門
漫
遊
記
や
、
愛
染
か
つ

ら
、
白
浪
五
人
男
の
芝
居
と
踊
り
を
組

み
合
わ
せ
し
て
、
文
化
祭
や
、
フ
ェ
ス

タ
へ
の
参
加
、
各
地
の
老
人
施
設
慰
問

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
子
玉
川
鶴
寿
会

	

中
島	

武

鶴
寿
会
は
103
名
の
会
員
が
お
り
、
２

年
前
に
50
周
年
を
迎
え
た
、
伝
統
あ
る

会
で
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
は
９
つ
と
多

く
あ
り
、
一
番
人
気
は
や
は
り
麻
雀
で

25
人
の
会
員
が
入
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

麻
雀
は
上
手
な
人
、
そ
う
で
な
い
人
も

い
て
、
組
み
合
わ
せ
を
ど
う
す
る
か
、

今
、
担
当
を
中
心
に
相
談
中
で
す
。

や
は
り
、
会
員
の
増
加
を
考
え
る
に
、

好
き
な
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
楽
し
ん
で

頂
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
私
は
他
の
会
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

会
員
50
名
程
）
の
会
長
も
務
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
玉
高
協
の
活
動
に
な
か
な

か
参
加
で
き
な
い
こ
と
を
大
変
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
町
寿
会

	

守
屋	

幸
子

中
町
寿
会
に
は
15
年
以
上
前
か
ら
、

手
芸
部
に
入
会
し
て
、
月
２
回
、
楽
し

く
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
役
員
会
に

は
２
年
前
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

前
会
長
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
為
、
何
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
玉
高
協
の
会
長
会
、

他
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
会
長
と
い
う
大
役
を
お

受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
と
の
重
大

さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

会
で
は
会
員
数
や
サ
ー
ク
ル
の
数
が

減
少
し
て
し
ま
い
と
て
も
残
念
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
様

に
サ
ー
ク
ル
数
を
増
や
し
た
り
、
又
、

楽
し
い
会
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
か
？
役
員
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
、

私
も
勉
強
し
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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菅
野 

孝
夫
　
選

〈
特
選
〉
三
句

武
具
飾
る
吾
子
は
五
十
を
越
え
た
る
か

�

永
寿
互
楽
会　

大
井　

秀
子

（
評
）武
者
人
形
は
、子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と

仕
舞
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
が
、作
者
は
飾

り
な
が
ら
、そ
う
言
え
ば
あ
の
子
も
五
十
を
越

え
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
感
慨
を
新
た
に
す
る
。い

つ
の
世
も
変
ら
な
い
親
心
だ
。

春
月
や
語
尾
や
わ
ら
か
く
す
れ
違
い

�

永
寿
互
楽
会　

関
戸　

信
治

（
評
）散
歩
の
途
中
か
も
し
れ
な
い
。知
人
に
合
っ

て
短
く
言
葉
を
交
わ
す
。「
語
尾
や
は
ら
か
く
」

は
、春
の
月
の
風
情
だ
。こ
れ
が
秋
や
冬
の
月
だ

と
、言
葉
が
尖
っ
て
し
ま
う
。季
語
の〝
春
の
月
〟

が
効
果
的
に
働
い
て
い
る
。

沈
黙
は
一
つ
の
言
葉
ソ
ー
ダ
水

�

北
沢
朗
楽
会　

佐
藤　

幸
枝

（
評
）二
人
向
き
合
っ
て
い
る
。気
ま
ず
い
空
気
が

流
れ
、す
で
に
気
の
抜
け
て
い
て
、飲
み
た
く
も

な
い
ソ
ー
ダ
水
に
手
を
出
す
。そ
ん
な
場
面
を

想
像
し
た
が
、恋
人
同
士
の
幸
せ
な
時
間
か
も

し
れ
な
い
。ま
さ
に
沈
黙
は
言
葉
だ
。

〈
秀
逸
〉
五
句

枝
垂
桜
江
戸
城
跡
の
静
け
さ
よ

�

つ
く
し
会　

笠
井　

喜
代
子

雨
あ
が
る
夏
至
の
夕
べ
の
空
の
青

�

北
沢
朗
楽
会　

浅
井　

ケ
イ
子

太
宰
忌
や
青
森
弁
は
語
尾
ね
ば
り

�

北
沢
朗
楽
会　

平
井　

あ
い
子

浄
真
寺
仁
王
門
ま
で
若
楓

�

東
玉
川
長
寿
会　

小
林　

喜
代

ク
レ
ソ
ン
の
苦
み
も
朝
の
サ
ラ
ダ
か
な

�
東
玉
川
長
寿
会　

本
田　

令
子

〈
入
選
〉
十
二
句

鎌
倉
や
紫
陽
花
の
中
友
眠
る
�

池
尻
八
千
代
会　

森　

將
人

四
姉
妹
揃
い
て
旅
に
春
の
朝

�

永
寿
互
楽
会　

川
辺　

知
子

賑
や
か
や
庭
の
枇
杷
の
実
食
む
小
鳥

�

永
寿
互
楽
会　

田
代　

セ
ツ
子

ひ
そ
や
か
に
母
の
ハ
ミ
ン
グ
夏
の
月

�

永
寿
互
楽
会　

蜂
谷　

京
子

こ
の
青
き
立
夏
の
空
に
気
も
晴
れ
ぬ

�

つ
く
し
会　

角
谷　

卓
子

サ
ン
グ
ラ
ス
隠
す
心
の
裏
表

�

北
沢
朗
楽
会　

青
木　

慎

あ
じ
さ
い
の
庭
に
残
れ
る
取
り
こ
わ
し

�

北
沢
朗
楽
会　

上
島　

幸
平

掴
ま
れ
て
天
牛
ぎ
い
と
首
曲
げ
る

�

北
沢
朗
楽
会　

月
村　

祐
子

対
岸
へ
し
ぶ
き
も
見
せ
ず
蛇
渡
る

�

長
楽
会　

花
土　

公
子

麦
秋
や
雲
読
む
に
長
け
風
車
守

�

東
玉
川
長
寿
会　

荒
野　

桂
子

黒
南
風
や
一
書
を
探
す
古
本
屋

�

不
老
会　

山
浦　

信
子

蜩
の
声
に
解
か
る
る
縄
電
車

�

二
子
玉
川
鶴
寿
会　

原　

佳
子

選
者
詠�

　

菅
野　

孝
夫

炎
天
下
め
が
ね
外
し
て
眼
鏡
拭
く玉寿会　齋藤 惇子
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☆�

編
集
後
記�

☆

今
出
来
る
事
を
紹
介
し
ま
す
。

妻
の
入
院
で
必
然
的
に
実
践
す
る
こ
と
に
！　

洗
い
も
の
を
少
な
く
す
る
（
ラ
ッ
プ
使
用
）
。
分
別

し
て
資
源
（
ボ
ト
ル
）
・
牛
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
パ
ッ
ク
を
ま
と
め
て
紙
袋
詰
し
て

集
積
所
へ
。
そ
し
て
集
積
所
内
の
整
理
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
水
切
り
は
前
夜
に
逆
に
し
て
朝
に
入
口

を
結
ぶ
軽
減
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。
片
手
で
１
億
、
両
手
で
２
億
円
の
節
約
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

台
所
が
政
治
の
は
じ
ま
り
と
の
こ
と
で
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
、
私
も
参
加
！

	

（
広
報
部　

瀬
端 

甲
子
郎
記
）

◆
投
稿
募
集
◆

高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
な
ら

�

ど
な
た
で
も
投
稿
で
き
ま
す
!!

【
俳
句
・
川
柳
】　
（
川
柳
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

　

そ
れ
ぞ
れ
お
一
人
一
句
ま
で
、
楷
書
で
。

　

投
稿
（
俳
句
）、
投
稿
（
川
柳
）
と
明
記
。

【
ク
ラ
ブ
通
信
】
300
字
程
度
（
記
名
投
稿
）

【
カ
ッ
ト
】
題
材
自
由

▽
以
上
い
ず
れ
も
ク
ラ
ブ
名
、
氏
名
、
住
所
、

　

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

締
切　

10
月
25
日
（
金
）
必
着

◇
宛
先　

〒
１
５
６
‐
０
０
４
３

　
世
田
谷
区
松
原
６
‐
３
‐
５

　

世
田
谷
区
市
民
活
動
推
進
課
内

�

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　

電
話　

０
３
‐
６
３
０
４
‐
３
１
７
６

★かりがね190号は、令和７年１月発行予定です。

か
り
が
ね
川
柳 

広
報
部
選

逃
げ
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ー
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登
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摂
取
し
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サ
プ
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の
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当
た
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駒
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楽
会　

設
楽　

喜
春

能
無
し
の
自
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常
盤
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田
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立
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こ
こ
だ
け
の
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だ
か
ら
と
声
高
く

�

豊
か
な
老
後
を
築
く
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西
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里
で
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の
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宇
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（
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五
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世 高 連  主 な 事 業（9月～令和7年1月）

令和6年度 事　業　名 会　場　名
9月27日(金) 全日 第35回輪投げ大会 総合運動場	体育館
10月17日(木) 午後 会員拡大研修 ひだまり友遊会館	1・2会議室
10月22日(火) 全日 第35回カラオケコンクール 烏山区民会館	ホール
11月13日(水) 全日

いきいきせたがや文化祭 世田谷区民会館
11月14日(木) 全日
12月3日(火) 午後 俳句教室 世田谷区民会館	集会室Ａ
12月6日(金) 午後 第24回ダンスパーティー 成城ホール
12月12日(木) 午後 城南ブロック健康教室（世田谷開催分） 三茶しゃれなあどホール	オリオン
1月14日(火) かりがね190号発行
1月予定 区長表敬訪問 区長室

訃 

報

※	

宝
樹
会　

会
長　

桜
井　

勲
氏
が
、
令

和
6
年
7
月
26
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
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ん
で
哀
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の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

芦毛会　草薙 小夜子
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